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設 置 時 変 更 状 況 備 考

ｲｲﾀﾞ ｼﾝｼﾞ

飯田 慎司

（令和2年4月1日）

ｱｲﾍﾞ ﾔｽﾐ

相部 保美

（令和2年4月1日）

ｵｶﾞﾜ ｱﾔｺ

小川 亜弥子

（令和2年4月1日）

ﾓﾘ ﾔｽﾕｷ

森 保之

（令和2年4月1日）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（ ）書きで記入してください。

（例）令和２年度に報告済の内容 →（２）

令和３年度に報告する内容 →（３）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

ください。

学 長

（４） 管理運営組織

副学長
（教職大学院拡充

担当）

大学院教育学研
究科長

理事・副学長
（企画・教育研究・附属学
校・教育組織・カリキュラ

ム担当）

職 名

１ 調査対象大学等の概要等

（１） 設 置 者

国立大学法人福岡教育大学

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

福岡教育大学大学院

福岡県宗像市赤間文教町１番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（ ）書きで記入してください。

（２） 大 学 名

〒811-4192

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・ 当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
区分ごとではありません）。

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
その場合別ファイルを作成し提出してください。

・ 様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
５年以上の場合には、欄を設けてください。）

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

教育学研究科 40（R3.4.1)
教職実践専攻

教職修士（専門職）

対象年度

区 分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

53 45 38 46 55

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

52 45 38 45 54

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

40 37 38 40 49

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

39 33 36 39 46

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・ 報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ （  ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

「－」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

・ [  ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

・ 「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

0.92 倍  -倍

備 考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

0.92

40

( - )

[ -  ]

0.980.98

[ -  ]

・ 基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備 考

学生募集の停
止について

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

（５）－① 調査対象学部等の名称等

- 人

（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・ 定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（ ）書きで記入してください。

・ 「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

教育学・保育
学関係

2 年  50 人 年次 100 人

編入学定員 収容定員

50

( - ) ( - )

0.83 0.90

( - )

[ -  ] [ -  ] [ -  ]

40 40

 ・ 学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ  入学者数

( - )
Ａ  入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

40

（５）－② 調査対象学部等の入学者の状況

令和３年度令和２年度平成２９年度 平成３０年度 令和元年度
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対象年度

学 年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

39 33 36 39 46

[ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） - （ ） - （ ） - （ ） - （ ）

39 33 36 40

[  ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ]

（ ） （ ） - （ ） （ 1 ） （ ） （ 1 ） （ ）

6 5 9

[ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） - （ ） （ - ） （ ）

[ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） （ - ） （ ）

・令和３年５月１日 公表

（注）・ 報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ [  ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・（ ）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

令和３年度

（５）－③ 調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度

１年次

２年次

３年次

平成２９年度 平成３０年度

計

備 考

39 72 75 95

[ -  ] [ -  ] [ -  ] [ -  ][ -  ]

４年次

（ 1 ）

80

（ -  ） （ -  ） （ -  ） （ 1 ）

令和元年度
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（注）・ 当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
区分ごとではありません）。

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
その場合別ファイルを作成し提出してください。

・ 様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
５年以上の場合には、欄を設けてください。）

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

教育学研究科

教職実践専攻 25（R3.4.1)
教育実践力開発コース

教職修士（専門職）

対象年度

区 分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

42 34 27 34 44

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

41 34 27 33 43

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

29 26 27 28 38

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

28 22 25 27 35

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・ 報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ （  ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

「－」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

・ [  ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

・ 「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

（５）－① 調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画 学生募集の停
止について

備 考
修業年限 入学定員 編入学定員

・ 基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

収容定員

教育学・保育
学関係

  2 年   38 人 年次  76 人

- 人

（注）・ 定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（ ）書きで記入してください。

・ 「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

 ・ 学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

（５）－② 調査対象学部等の入学者の状況

平均入学定員
超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

備 考

Ａ  入学定員

0.92 倍  -倍

25 25 25

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

志願者数

25 38

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ -  ] [ -  ] [ -  ] [ -  ] [ -  ]

受験者数

合格者数

Ｂ  入学者数

1.12 0.88 1.08 0.921.00
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対象年度

学 年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

28 22 25 27 35

[ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） - （ ） - （ ） - （ ） - （ ）

28 22 25 28

[ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） - （ ） （ 1 ） （ ） （ 1 ） （ ）

6 5 9

[ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） - （ ） （ - ） （ ）

[ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） （ - ） （ ）

・令和３年５月１日 公表

（注）・ 報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ [  ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・（ ）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（５）－③ 調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
備 考

１年次

２年次

３年次

４年次

計

28 50 53

（ -  ） （ -  ） （ -  ） （ 1 ）

72

[ -  ] [ -  ] [ -  ] [ -  ] [ -  ]

57

（ 1 ）
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（注）・ 当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
区分ごとではありません）。

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
その場合別ファイルを作成し提出してください。

・ 様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
５年以上の場合には、欄を設けてください。）

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

教育学研究科

教職実践専攻 15（R3.4.1)
ｽｸｰﾙﾘｰﾀﾞｰｼｯｯﾌﾟ

開発コース
教職修士（専門職）

対象年度

区 分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

11 11 11 12 11

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

11 11 11 12 11

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

11 11 11 12 11

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

11 11 11 12 11

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・ 報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ （  ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

「－」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

・ [  ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

・ 「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

（５）－① 調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画 学生募集の停
止について

備 考
修業年限 入学定員 編入学定員

・ 基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

収容定員

教育学・保育
学関係

 2 年   12 人 年次  24 人

- 人

（注）・ 定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（ ）書きで記入してください。

・ 「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

 ・ 学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

（５）－② 調査対象学部等の入学者の状況

平均入学定員
超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

備 考

Ａ  入学定員

0.92 倍  -倍

15 15 15

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

志願者数

15 12

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ -  ] [ -  ] [ -  ] [ -  ] [ -  ]

受験者数

合格者数

Ｂ  入学者数

0.73 0.73 0.80 0.920.73
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対象年度

学 年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

11 11 11 12 11

[ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） - （ ） - （ ） - （ ） - （ ）

11 11 11 12

[  ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ]

（ ） （ ） - （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

[ - ] [  ] [ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） - （ ） （ - ） （ ）

[ - ] [  ] [ - ] [  ]

- （ ） （ - ） （ ）

・令和３年５月１日 公表

（注）・ 報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ [  ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・（ ）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（５）－③ 調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
備 考

１年次

２年次

３年次

４年次

計

11 22 22

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

23

[ -  ] [ -  ] [ -  ] [ -  ] [ -  ]

23

（ - ）
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（５）－④ 調査対象学部等の退学者等の状況

39 人 0 人 平成２９年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 1 人 0 人 進路志望変更のため

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

1 人 0 人 0 人

（注）・ 数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。

・ 各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

・ 内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

・ 在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・ 「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）・就学意欲の低下 ・学力不足 ・他の教育機関への入学・転学 ・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他

（５）－⑤ 調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 39

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 72

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 1
令和元年度の在学者数（ｂ） 75

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 80

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 95

（注）・ 小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

0 ％

0 ％

1.33 ％

= = 0 ％

0 ％=

=

=

=

=

=

=

=

72 人

1

合 計

人

令和２年度 80 人 0 人

人令和３年度 95 人 0

人令和元年度 75

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[ ]書き）

区 分

対象年度
うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

0人
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（５）－④ 調査対象学部等の退学者等の状況

28 人 0 人 平成２９年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 1 人 0 人 進路志望変更のため

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

1 人 0 人 0 人

（注）・ 数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。

・ 各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

・ 内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

・ 在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・ 「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）・就学意欲の低下 ・学力不足 ・他の教育機関への入学・転学 ・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他

（５）－⑤ 調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 28

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 50

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 1
令和元年度の在学者数（ｂ） 53

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 57

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 72

（注）・ 小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

区 分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a）
主な退学理由

（留学生の理由は[ ]書き）

内訳

入学した年度
退学者数

うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度 50 人 0 人

令和元年度 53 人 1 人

令和３年度 72 人 0 人

令和２年度 57 人 0 人

合 計

= = 0 ％

= = 0 ％

= = 1.88 ％

= = 0 ％

= = 0 ％
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（５）－④ 調査対象学部等の退学者等の状況

11 人 0 人 平成２９年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

0 人 0 人 0 人

（注）・ 数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。

・ 各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

・ 内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

・ 在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・ 「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）・就学意欲の低下 ・学力不足 ・他の教育機関への入学・転学 ・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他

（５）－⑤ 調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 11

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 22

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 22

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 23

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 23

（注）・ 小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

区 分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a）
主な退学理由

（留学生の理由は[ ]書き）

内訳

入学した年度
退学者数

うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度 22 人 0 人

令和元年度 22 人 0 人

令和３年度 23 人 0 人

令和２年度 23 人 0 人

合 計

= = 0 ％

= = 0 ％

= = 0 ％

= = 0 ％

= = 0 ％
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【令和３年度】

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 2 7 1 1 1前 2 7 2 0

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 1 兼1 1後 2 1 兼1

－ 6 0 0 9 1 1 0 0 兼1 － 6 0 0 9 2 0 0 0 兼1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 6 1 1 1前 2 6 3 0

－ 2 0 2 6 1 1 0 0 0 － 2 0 2 6 3 0 0 0 0

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 2 兼6 1前 2 2 兼6

－ 6 0 0 5 0 0 0 0 兼6 － 6 0 0 5 0 0 0 0 兼6

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 兼1 1前 2 兼1

－ 2 0 2 2 0 0 0 0 兼1 － 2 0 2 2 0 0 0 0 兼1

1前 2 2 1前 2 2

－ 2 0 0 2 0 0 0 0 0 － 2 0 0 2 0 0 0 0 0

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 7 1 1 1後 2 7 2 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 2 2後 2 2

1前 2 2 1 1前 2 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1 0

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 2 2後 2 2

1前 2 2 兼4 1前 2 2 兼3

1後 2 2 1後 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2前 2 2 2前 2 2

2前 2 1 兼3 2前 2 1 兼3

2前 2 兼2 2前 2 兼2

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 1 兼3 2後 2 1 兼3

2後 2 1 1 2後 2 1 1

2後 2 1 兼3 2後 2 1 兼3

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 兼4 2後 2 1 兼4

1前 2 1 兼5 1前 2 1 兼5

1前 2 2 1 兼1 1前 2 2 1 兼1

1前 2 1 兼1 1前 2 1 兼1

現代社会における教育
の課題

カリキュラム・マネジメン
トの理論と実践

自立活動の理論と心の
バリアフリーの実践

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（理科）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（英語）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（体育）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（国語）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（社会）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（理科）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（英語）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（体育）

教育実践の理論と授業
づくり（国語科）

教育実践の理論と授業
づくり（社会科）

教育実践の理論と授業
づくり（数学科）

学

級

経

営

・

学

校

経

営

教育改革の動向と学校
経営・学級経営の課題

学校における統計基礎

小計（2科目）

学

校

教

育

と

教

員

の

在

り

方

スクールコンプライアンスと
教職プロフェッションの開発

小計（1科目）

教
育
実
践
力
開
発
コ
ー

ス
専
門
科
目

学級経営のＰＤＣＡと学
習環境デザイン

学級経営の実際と分析

未来をつくる教師の力
量

教師の成長とセルフス
タディ

教育連携フィールドワー
ク

家庭・地域・学校の連
携・協働の構築

授業づくりの理論と質
的研究の基礎

特別活動・総合的な学
習の時間の実践と課題

道徳教育の実践と課題

教育の情報化における
課題と実践

子供の深い学びを促すディス
カッションのあり方と授業づくり

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅰ（国語）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅰ（算数）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（社会）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（算数）

小計（3科目）

教

科

等

の

実

践

的

な

指

導

方

法

授業分析・リフレクショ
ンの理論と実践

教科教育実践と指導法
の改善

小計（2科目）

生

徒

指

導

・

教

育

相

談

生徒指導の理論と実践

学校カウンセリングの
方法

障害のある児童生徒の
理解と合理的配慮

小計（3科目）

共
通
科
目

教

育

課

程

の

編

成

・

実

施

教

育

課

程

の

編

成

・

実

施

教

科

等

の

実

践

的

な

指

導

方

法

生

徒

指

導

・

教

育

相

談

学

級

経

営

・

学

校

経

営

学

校

教

育

と

教

員

の

在

り

方

共
通
科
目

教
育
実
践
力
開
発
コ
ー

ス
専
門
科
目

小計（3科目）

小計（2科目）

小計（3科目）

小計（2科目）

小計（1科目）

現代社会における教育
の課題

カリキュラム・マネジメン
トの理論と実践

自立活動の理論と心の
バリアフリーの実践

授業分析・リフレクショ
ンの理論と実践

教科教育実践と指導法
の改善

生徒指導の理論と実践

学校カウンセリングの
方法

障害のある児童生徒の
理解と合理的配慮

教育改革の動向と学校
経営・学級経営の課題

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（体育）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（国語）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（社会）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（理科）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（英語）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅲ（体育）

教育実践の理論と授業
づくり（国語科）

教育実践の理論と授業
づくり（社会科）

教育実践の理論と授業
づくり（数学科）

学校における統計基礎

スクールコンプライアンスと
教職プロフェッションの開発

学級経営のＰＤＣＡと学
習環境デザイン

学級経営の実際と分析

未来をつくる教師の力
量

教師の成長とセルフス
タディ

教育連携フィールドワー
ク

家庭・地域・学校の連
携・協働の構築

授業づくりの理論と質
的研究の基礎

特別活動・総合的な学
習の時間の実践と課題

教育の情報化における
課題と実践

子供の深い学びを促すディス
カッションのあり方と授業づくり

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅰ（国語）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅰ（算数）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（社会）

道徳教育の実践と課題

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（算数）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（理科）

教科等における授業実践と
評価の研究Ⅱ（英語）

２ 授業科目の概要

＜教育学研究科教職実践専攻＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

科目
区分

兼
任
・
兼
担

14



1前 2 兼3 1前 2 兼3

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 1 兼1 1後 2 1 兼1

1後 2 1 兼1 1後 2 1 兼1

1後 2 兼3 1後 2 兼3

1後 2 2 兼1 1後 2 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 2 1 兼7 2前 2 2 1 兼7

2前 2 2 2前 2 0 1 兼1

2前 2 1 兼3 2前 2 1 兼3

2前 2 2 2前 2 2

2前 2 1 兼1 2前 2 1 兼1

2前 2 1 兼2 2前 2 1 兼2

2前 2 1 兼4 2前 2 1 兼4

2前 2 兼6 2前 2 1 兼５

2前 2 1 兼13 2前 2 1 兼13

2前 2 2 2前 2 2

2前 2 1 兼2 2前 2 1 兼2

2後 2 1 兼3 2後 2 1 兼2

2後 2 1 兼3 2後 2 1 兼3

2後 2 1 兼5 2後 2 0 1 兼5

2後 2 1 兼13 2後 2 1 兼13

2後 2 1 兼1 2後 2 1 兼1

2後 2 1 兼2 2後 2 1 兼2

2後 2 1 兼2 2後 2 1 兼2

2後 2 2 兼4 2後 2 2 兼4

2後 2 兼6 2後 2 兼6

2後 2 1 兼13 2後 2 1 兼13

2後 2 1 兼2 2後 2 1 兼2

2後 2 1 兼1 2後 2 1 兼1

1後 2 10 1 1 兼4 1後 2 13 3 0 兼7

0 120 0 17 1 1 0 0 兼49 0 120 0 16 3 0 0 0 兼50

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前 2 2 1 兼7 1前 2 2 1 兼7

1前 2 2 1前 2 1 1

1前 2 兼3 1前 2 兼3

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 兼1 1前 2 1 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 2 1 兼3 1後 2 2 1 兼3

1後 2 1 兼1 1後 2 0 1 兼1

1後 2 兼3 1後 2 兼3

1後 2 1 兼1 1後 2 1 兼1

1後 2 1 兼1 1後 2 1 兼1

1前 2 1 兼1 1前 2 1 兼1

授業実践と評価の研究
Ⅳ（理科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（英語科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（保健体育科）

教科教育における授業
実践の研究

小計（60科目）

カリキュラムマネジメン
トのＰＤＣＡ

ＯＪＴとチームマネジメン
ト

教科教育の理論と実践Ⅰ
（国語科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅰ
（社会科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅰ
（数学科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅰ
（理科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅰ
（英語科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅰ
（保健体育科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅱ
（国語科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅱ
（社会科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅱ
（数学科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅱ
（理科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅱ
（英語科）（未開講）

教科教育の理論と実践Ⅱ
（保健体育科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅰ（国語科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（国語科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（社会科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（数学科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（理科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（英語科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（保健体育科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（国語科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（社会科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（数学科）

授業実践と評価の研究
Ⅰb(理科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(英語科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(保健体育科)

授業実践と評価の研究
Ⅱ（国語科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（社会科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（数学科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（理科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（英語科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（保健体育科）

教
育
実
践
力
開
発
コ
ー

ス
専
門
科
目

教育実践の理論と授業
づくり（理科）

教育実践の理論と授業
づくり（英語科）

教育実践の理論と授業
づくり（保健体育科）

授業実践と評価の研究
Ⅰa(国語科)

授業実践と評価の研究
Ⅰa(社会科)

授業実践と評価の研究
Ⅰa(数学科)

授業実践と評価の研究
Ⅰa(理科)

授業実践と評価の研究
Ⅰa(英語科)

授業実践と評価の研究
Ⅰa(保健体育科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(国語科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(社会科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(数学科)

教
育
実
践
力
開
発
コ
ー

ス
専
門
科
目

小計（60科目）

教科教育の理論と実践
Ⅰ（英語科）

教科教育の理論と実践
Ⅰ（保健体育科）

教科教育の理論と実践
Ⅱ（国語科）

教科教育の理論と実践
Ⅱ（社会科）

教科教育の理論と実践
Ⅱ（数学科）

教科教育の理論と実践
Ⅱ（理科）

教科教育の理論と実践
Ⅱ（英語科）

教科教育の理論と実践
Ⅱ（保健体育科）

教科内容研究と教材開
発Ⅰ（国語科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（理科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（英語科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（保健体育科）

教科教育における授業
実践の研究

カリキュラムマネジメン
トのＰＤＣＡ

教科教育の理論と実践
Ⅰ（国語科）

教科教育の理論と実践
Ⅰ（社会科）

教科教育の理論と実践
Ⅰ（数学科）

教科教育の理論と実践
Ⅰ（理科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（英語科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（保健体育科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（国語科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（社会科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（英語科）

授業実践と評価の研究
Ⅲ（保健体育科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（国語科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（社会科）

授業実践と評価の研究
Ⅳ（数学科）

授業実践と評価の研究
Ⅰb(社会科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(数学科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(理科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(英語科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(保健体育科)

授業実践と評価の研究
Ⅱ（国語科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（社会科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（数学科）

授業実践と評価の研究
Ⅱ（理科）

教育実践の理論と授業
づくり（理科）

教育実践の理論と授業
づくり（英語科）

教育実践の理論と授業
づくり（保健体育科）

授業実践と評価の研究
Ⅰa(国語科)

授業実践と評価の研究
Ⅰa(社会科)

授業実践と評価の研究
Ⅰa(理科)

授業実践と評価の研究
Ⅰa(英語科)

授業実践と評価の研究
Ⅰa(保健体育科)

授業実践と評価の研究
Ⅰb(国語科)

ＯＪＴとチームマネジメン
ト

授業実践と評価の研究
Ⅲ（理科）

授業実践と評価の研究
Ⅰa(数学科)

授業実践と評価の研究
Ⅲ（数学科）
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1前 2 1 兼3 1前 2 1 兼3

1前 2 兼6 1前 2 兼6

1前 2 1 兼13 1前 2 1 兼13

1前 2 1 兼1 1前 2 1 兼1

1前 2 1 兼2 1前 2 1 兼2

1後 2 1 兼2 1後 2 1 兼2

1後 2 1 兼3 1後 2 1 兼3

1後 2 1 兼5 1後 2 1 兼5

1後 2 1 兼13 1後 2 1 兼13

1後 2 1 兼2 1後 2 1 兼2

1後 2 1 兼2 1後 2 1 兼2

1後 2 1 兼2 1後 2 1 兼2

1後 2 1 兼3 1後 2 1 兼3

1後 2 兼3 1後 2 兼3

1後 2 1 兼13 1後 2 1 兼13

1後 2 1 兼1 1後 2 1 兼1

1後 2 1 兼1 1後 2 1 兼1

2前 2 1 兼2 2前 2 1 兼2

2前 2 2 兼3 2前 2 2 兼3

2前 2 兼4 2前 2 兼4

2前 2 1 兼13 2前 2 1 兼13

2前 2 1 兼2 2前 2 1 兼2

2前 2 2 兼1 2前 2 2 兼1

1通 2 6 1通 2 6

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 2 2前 2 1

2後 2 2 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 2 兼6 1後 2 2 兼6

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

0 114 0 23 1 0 0 0 兼55 0 114 0 23 2 0 0 0 兼55

1前 1 20 1 1 1前 1 22 3 0

1後 1 20 1 1 1後 1 22 3 0

2前 1 20 1 1 2前 1 22 3 0

2後 1 20 1 1 2後 1 22 3 0

0 4 0 20 1 1 0 0 0 0 4 0 22 3 0 0 0 0

1前 1 19 1 1前 1 19 2

1後 1 19 1 1後 1 19 2

学校の危機管理と教育
法規

学校評価と学校改善

学校組織開発とデータ
分析

地域教育資源の開発と
ワークショップ

小計（57科目）

課
題
演
習

教
育
実
践
力
開
発
コ
ー

ス

課題演習Ⅰ-1

課題演習Ⅰ-2

課題演習Ⅰ-3

課題演習Ⅰ-4

小計（4科目）

ス
ク
ー

ル
プ
開

課題演習Ⅱ-1

課題演習Ⅱ-2

学習指導支援の理論と
実践

発達援助の理論と実践

特別支援教育における
資源の活用と連携

学級における特別支援
教育のケース研究

子供のキャリア発達支
援

教育的ニーズの把握と
評価

心理教育的援助サービス
システム化の理論と実践A

心理教育的援助サービス
システム化の理論と実践B

障害の理論と実践

教科内容研究と教材開発
Ⅳ（理科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅳ（英語科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅳ（保健体育科）（未開講）

チーム学校と学校組織
マネジメント

教職員の人材育成マネ
ジメント

学校間連携・地域連携
マネジメント

行動連携のための教育
臨床心理学

予防・開発的教育相談

非行臨床と司法の基礎

教科内容研究と教材開発
Ⅲ（国語科）

教科内容研究と教材開発
Ⅲ（社会科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅲ（数学科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅲ（理科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅲ（英語科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅲ（保健体育科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅳ（国語科）

教科内容研究と教材開発
Ⅳ（社会科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅳ（数学科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅰ（理科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅰ（英語科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅰ（保健体育科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅱ（国語科）

教科内容研究と教材開発
Ⅱ（社会科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅱ（数学科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅱ（理科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅱ（英語科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅱ（保健体育科）（未開講）

ス
ク
ー

ル
リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ
開
発
コ
ー

ス
専
門
科
目

教科内容研究と教材開発
Ⅰ（社会科）（未開講）

教科内容研究と教材開発
Ⅰ（数学科）（未開講）

ス
ク
ー

ル
リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ
開
発
コ
ー

ス
専
門
科
目

課
題
演
習

教
育
実
践
力
開
発
コ
ー

ス

ス
ク
ー

ル
プ
開

学校の危機管理と教育
法規

学校評価と学校改善

学校組織開発とデータ
分析

地域教育資源の開発と
ワークショップ

小計（57科目）

課題演習Ⅰ-1

課題演習Ⅰ-2

課題演習Ⅰ-3

課題演習Ⅰ-4

課題演習Ⅱ-1

小計（4科目）

課題演習Ⅱ-2

予防・開発的教育相談

非行臨床と司法の基礎

学習指導支援の理論と
実践

発達援助の理論と実践

特別支援教育における
資源の活用と連携

教育的ニーズの把握と
評価

心理教育的援助サービス
システム化の理論と実践A

心理教育的援助サービス
システム化の理論と実践B

障害の理論と実践

教科内容研究と教材開
発Ⅳ（社会科）

教科内容研究と教材開
発Ⅳ（数学科）

教科内容研究と教材開
発Ⅳ（理科）

教科内容研究と教材開
発Ⅳ（英語科）

教科内容研究と教材開
発Ⅳ（保健体育科）

チーム学校と学校組織
マネジメント

教職員の人材育成マネ
ジメント

学校間連携・地域連携
マネジメント

行動連携のための教育
臨床心理学

教科内容研究と教材開
発Ⅱ（英語科）

教科内容研究と教材開
発Ⅱ（保健体育科）

教科内容研究と教材開
発Ⅲ（国語科）

教科内容研究と教材開
発Ⅲ（社会科）

教科内容研究と教材開
発Ⅲ（数学科）

教科内容研究と教材開
発Ⅲ（理科）

教科内容研究と教材開
発Ⅲ（英語科）

教科内容研究と教材開
発Ⅲ（保健体育科）

教科内容研究と教材開
発Ⅳ（国語科）

教科内容研究と教材開
発Ⅰ（社会科）

教科内容研究と教材開
発Ⅰ（数学科）

教科内容研究と教材開
発Ⅰ（理科）

教科内容研究と教材開
発Ⅰ（英語科）

教科内容研究と教材開
発Ⅰ（保健体育科）

教科内容研究と教材開
発Ⅱ（国語科）

教科内容研究と教材開
発Ⅱ（社会科）

教科内容研究と教材開
発Ⅱ（数学科）

教科内容研究と教材開
発Ⅱ（理科）

学級における特別支援
教育のケース研究

子供のキャリア発達支
援
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2前 1 19 1 2前 1 19 2

2後 1 19 1 2後 1 19 2

0 4 0 19 1 0 0 0 0 0 4 0 19 2 0 0 0 0

1前 2 10 1 1 1前 2 10 3 0

1後 2 10 1 1 1後 2 10 3 0

2前 2 10 1 1 2前 2 10 3 0

2後 2 10 1 1 2後 2 10 3 0

2前 2 10 1 1 2前 2 10 3 0

0 10 0 10 1 1 0 0 0 0 10 0 10 3 0 0 0 0

1前 2 7 1前 2 7 1

1後 3 7 1後 3 7 1

2前 3 7 2前 3 7 1

2後 2 7 2後 2 7 1

1前 2 10 1前 2 13

1前 2 6 1前 2 6

1後 3 3 1後 3 3

1後 3 3 1後 3 3

2前 3 3 2前 3 3

2後 2 3 2後 2 3

2前 3 3 2前 3 3

2後 2 3 2後 2 3

1前 2 4 1前 2 4

1後 2 4 1後 2 4

2前 2 4 2前 2 4

2後 2 4 2後 2 4

－ 0 38 0 15 0 0 0 0 0 － 0 38 0 15 1 0 0 0 0

－ 18 290 4 24 1 1 0 0 兼64 － 18 290 4 23 3 0 0 0 兼65

学校組織マネジメント実
習Ⅲ【※】

小計（16科目）

合計（157科目）

卒業要件及び履修方法

学
校
に
お
け
る
実
習
科
目

教
育
実
践
力
開
発
コ
ー

ス

TA実践インターンシップ
Ⅰ【※】

TA実践インターンシップ
Ⅱ【※】

TA実践インターンシップ
Ⅲ【※】

TA実践インターンシップ
Ⅳ【※】

教育実践コラボレーショ
ン実習【※】

小計（5科目）

ス
ク
ー

ル
リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ
開
発
コ
ー

ス

異校種実習【※】

教科指導基礎実習【※】

教科指導向上実習Ⅰ
【※】

教科指導向上実習Ⅱ
【※】

授業研究実習【※】

特別支援教育実践実習
【※】

学校カウンセリング実
習A【※】

学校カウンセリング実
習B【※】

学校適応アセスメント実
習【※】

学校適応支援システム
化実習【※】

特別支援教育アセスメ
ント実習【※】

特別支援教育システム
化実習【※】

教育連携コラボレーショ
ン実習【※】

学校組織マネジメント実
習Ⅰ【※】

学校組織マネジメント実
習Ⅱ【※】

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ

発
コ
ー

ス

課題演習Ⅱ-3

課題演習Ⅱ-4

小計（4科目）

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ

発
コ
ー

ス

教
育
実
践
力
開
発
コ
ー

ス

学
校
に
お
け
る
実
習
科
目

ス
ク
ー

ル
リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ
開
発
コ
ー

ス

特別支援教育システム
化実習【※】

教育連携コラボレーショ
ン実習【※】

学校組織マネジメント実
習Ⅰ【※】

学校組織マネジメント実
習Ⅱ【※】

学校組織マネジメント実
習Ⅲ【※】

小計（16科目）

教科指導向上実習Ⅰ
【※】

教科指導向上実習Ⅱ
【※】

授業研究実習【※】

特別支援教育実践実習
【※】

学校カウンセリング実
習A【※】

学校カウンセリング実
習B【※】

学校適応アセスメント実
習【※】

学校適応支援システム
化実習【※】

特別支援教育アセスメ
ント実習【※】

小計（4科目）

TA実践インターンシップ
Ⅰ【※】

TA実践インターンシップ
Ⅱ【※】

TA実践インターンシップ
Ⅲ【※】

TA実践インターンシップ
Ⅳ【※】

教育実践コラボレーショ
ン実習【※】

小計（5科目）

異校種実習【※】

教科指導基礎実習【※】

課題演習Ⅱ-3

課題演習Ⅱ-4

合計（157科目）

卒業要件及び履修方法
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（注）・ 報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

・ １ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
・ 不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
・ 専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

《履修基準》
共通科目18単位、コース別科目14単位、課題演習科目4単位、実習科目10単位

教育実践力開発コース：
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修10,選択必修2,選択2）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）

スクールリーダーシップ開発コース：
[教科教育リーダープログラム]
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修12,選択2）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）
[学校適応支援リーダープログラム]
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修10,選択必修2,選択2）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）
[特別支援教育推進コーディネータープログラム]
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修10,選択必修2,選択2）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）
[学校運営リーダープログラム]
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修14）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）

【初等教育高度実践力特別プログラム】
１年次に学部にて小学校教員免許状取得に必要な単位を取得し、２年次以降は学部での教育実習関係の単位取得、介護等体験の実
施（該当者のみ）、大学院の授業については、「初等教科教育高度実践力プログラム」の科目又は「教職教育高度実践力プログラム」の
科目を選択履修する。

【教育実践力開発コース専門科目の選択必修科目】
・初等教科教育高度実践力ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び中等教科教育高度実践力ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、
「特別活動・総合的な学習の時間の実践と課題」、「道徳教育の実践と課題」から、2単位を選択必修とする。
・教職教育高度実践力ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、
「教師の成長とセルフスタディ」、「教育連携フィールドワーク」、「家庭・地域・学校の連携・協働の構築」、「教育の情報化における課題と
実践」から、2単位を選択必修とする。

※中等教科教育高度実践力プログラムにおいて、（中学校）もしくは（高等学校）を選択した際に、
中学校は、授業実践と評価の研究Ⅱ(国語科),(社会科),(数学科),(理科),(英語科),(保健体育科)から、2単位を選択必修とする。高等学校
は、授業実践と評価の研究Ⅰa(国語科),(社会科),(数学科),(理科),(英語科),(保健体育科)から、2単位を選択必修とする。

【スクールリーダーシップ開発コース専門科目の選択必修科目】
学校適応支援ﾘｰﾀﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び特別支援教育推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、「ＯＪＴとチームマネジメント」、「チーム学校と学校組織マネ
ジメント」から、2単位を選択必修とする。

《履修基準》
共通科目18単位、コース別科目14単位、課題演習科目4単位、実習科目10単位

教育実践力開発コース：
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修10,選択必修2,選択2）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）

スクールリーダーシップ開発コース：
[教科教育リーダープログラム]
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修12,選択2）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）
[学校適応支援リーダープログラム]
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修10,選択必修2,選択2）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）
[特別支援教育推進コーディネータープログラム]
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修10,選択必修2,選択2）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）
[学校運営リーダープログラム]
共通科目18単位（必修18） コース別科目14単位（必修14）
課題演習科目4単位（必修4） 実習科目10単位（必修10）

【初等教育高度実践力特別プログラム】
１年次に学部にて小学校教員免許状取得に必要な単位を取得し、２年次以降は学部での教育実習関係の単位取得、介護等体験の実
施（該当者のみ）、大学院の授業については、「初等教科教育高度実践力プログラム」の科目又は「教職教育高度実践力プログラム」の
科目を選択履修する。

【教育実践力開発コース専門科目の選択必修科目】
・初等教科教育高度実践力ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び中等教科教育高度実践力ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、
「特別活動・総合的な学習の時間の実践と課題」、「道徳教育の実践と課題」から、2単位を選択必修とする。
・教職教育高度実践力ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、
「教師の成長とセルフスタディ」、「教育連携フィールドワーク」、「家庭・地域・学校の連携・協働の構築」、「教育の情報化における課題と
実践」から、2単位を選択必修とする。

※中等教科教育高度実践力プログラムにおいて、（中学校）もしくは（高等学校）を選択した際に、
中学校は、授業実践と評価の研究Ⅱ(国語科),(社会科),(数学科),(理科),(英語科),(保健体育科)から、2単位を選択必修とする。高等学校
は、授業実践と評価の研究Ⅰa(国語科),(社会科),(数学科),(理科),(英語科),(保健体育科)から、2単位を選択必修とする。

【スクールリーダーシップ開発コース専門科目の選択必修科目】
学校適応支援ﾘｰﾀﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び特別支援教育推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、「ＯＪＴとチームマネジメント」、「チーム学校と学校組織マネ
ジメント」から、2単位を選択必修とする。
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【令和３年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

・ 不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・ 未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［ ］内に、設置時の計画からの増減を
記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

備考

[ 0 ] [ 0 ]

2

[ 0 ]

計（Ａ）

157

[ 0 ]

必修 選択 自由

9

計

146

（２） 授業科目数

設置時の計画

必修 選択 自由

9

変更状況

146 2

・教員の昇任により、「現代社会における教育の課題」の専任教員等の配置を「教授７、准教授１、講師１」から「教授７、准教授２」に変更。
・教員の昇任及び新規採用により、「教科教育実践と指導法の改善」の専任教員等の配置を「教授６、准教授１、講師１」から「教授６、准教授
３」に変更。
・教員の昇任により、「未来をつくる教師の力量」の専任教員等の配置を「教授７、准教授１、講師１」から「教授７、准教授２」に変更。
・教員の昇任により、「道徳教育の実践と課題」の専任教員等の配置を「講師１」から「准教授１」に変更。
・教員の退職により、「教科等における授業実践と評価の研究Ⅰ（国語）」の兼任・兼担の配置を「兼４」から「兼３」に変更。
・担当科目の見直しにより、「教科等における授業実践と評価の研究Ⅰ（算数）」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
・教員の採用及び担当科目の見直しにより、「授業実践と評価の研究Ⅰb(数学科)」の専任教員等の配置及び兼任・兼担を「教授２」から「准教授
１、兼担１」に変更。
・教員の採用及び担当科目の見直しにより、「授業実践と評価の研究Ⅱ（数学科）」の専任教員等の配置及び兼任・兼担を「兼６」から「准教授
１、兼５」に変更。
・教員の退職により、「授業実践と評価の研究Ⅲ（国語科）」の兼任・兼担の配置を「兼３」から「兼２」に変更。
・教員の採用により、「授業実践と評価の研究Ⅲ（数学科）」の専任教員等の配置を「教授１兼５」から「准教授１兼５」に変更。
・担当科目の見直しにより、「教科教育における授業実践の研究」の専任教員等の配置及び兼任・兼担を「教授１０、准教授１、講師１、兼４」
から「教授１３、准教授３、兼７」に変更。
・教員の採用により、「教科教育の理論と実践Ⅰ（数学科）」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１、准教授１」に変更。
・教員の採用により、「教科教育の理論と実践Ⅱ（数学科）」の専任教員等の配置を「教授１」から「准教授１」に変更。
・担当科目の見直しにより、「特別支援教育における資源の活用と連携」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
・担当科目の見直しにより、「学級における特別支援教育のケース研究」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更。

（１）－②授業科目表に関する変更内容
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・担当科目の見直し及び教員の昇任、採用により、「課題演習Ⅰ-１」の専任教員等の配置を「教授２０、准教授１、講師１」から「教授２２、准教授３」に変更。
・担当科目の見直し及び教員の昇任、採用により、「課題演習Ⅰ-２」の専任教員等の配置を「教授２０、准教授１、講師１」から「教授２２、准教授３」に変更。
・担当科目の見直し及び教員の昇任、採用により、「課題演習Ⅰ-３」の専任教員等の配置を「教授２０、准教授１、講師１」から「教授２２、准教授３」に変更。
・担当科目の見直し及び教員の昇任、採用により、「課題演習Ⅰ-４」の専任教員等の配置を「教授２０、准教授１、講師１」から「教授２２、准教授３」に変更。
・教員の採用により、「課題演習Ⅱ-1」の専任教員等の配置を「教授１９、准教授１」から「教授１９、准教授２」に変更。
・教員の採用により、「課題演習Ⅱ-２」の専任教員等の配置を「教授１９、准教授１」から「教授１９、准教授２」に変更。
・教員の採用により、「課題演習Ⅱ-３」の専任教員等の配置を「教授１９、准教授１」から「教授１９、准教授２」に変更。
・教員の採用により、「課題演習Ⅱ-４」の専任教員等の配置を「教授１９、准教授１」から「教授１９、准教授２」に変更。
・教員の昇任、採用により、「TA実践インターンシップⅠ」の専任教員等の配置を「教授１０、准教授１、講師１」から「教授１０、准教授３」に変更。
・教員の昇任、採用により、「TA実践インターンシップⅡ」の専任教員等の配置を「教授１０、准教授１、講師１」から「教授１０、准教授３」に変更。
・教員の昇任、採用により、「TA実践インターンシップⅢ」の専任教員等の配置を「教授１０、准教授１、講師１」から「教授１０、准教授３」に変更。
・教員の昇任、採用により、「TA実践インターンシップⅣ」の専任教員等の配置を「教授１０、准教授１、講師１」から「教授１０、准教授３」に変更。
・教員の昇任、採用により、「教育実践コラボレーション実習」の専任教員等の配置を「教授１０、准教授１、講師１」から「教授１０、准教授３」に変更。
・教員の採用により、「異校種実習」の専任教員等の配置を「教授７」から「教授７、准教授１」に変更。
・教員の採用により、「教科指導基礎実習」の専任教員等の配置を「教授７」から「教授７、准教授１」に変更。
・教員の採用により、「教科指導向上実習Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授７」から「教授７、准教授１」に変更。
・教員の採用により、「教科指導向上実習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授７」から「教授７、准教授１」に変更。
・担当科目の見直しにより、「授業研究実習」の専任教員等の配置を「教授１０」から「教授１３」に変更。
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 1
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

0 備 考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

教育学部 4 615 - 2460 福岡県宗像市赤間
文教町１番１号

初等教育教員養成
課程

4 385 - 1540 学士
（教育学）

1.02 1.03 - 平成11 同上

中等教育教員養成
課程

4 170 - 680 学士
（教育学）

1.02 1.04 - 平成11 同上

特別支援教育教員
養成課程

4 60 - 240 学士
（教育学）

1.02 0.99 - 平成20 同上

共生社会教育
課程

4 - - - 学士（福祉社会教育学）

・学士 国際共生教育）
- - - 平成25 同上

平成28年度より
学生募集停止

環境教育課程 4 - - - 学士
（環境教育学）

- - - 平成25 同上
平成28年度より
学生募集停止

芸術課程 4 - - -
学士（音楽）・
学士（芸術）

- - - 平成25 同上
平成28年度より
学生募集停止

教育学研究科 2 50 100

教育科学専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- - - 平成21 同上
令和3年度より
学生募集停止

教職実践専攻 2 50 - 100 教職修士
（専門職）

0.92 0.92 平成21 同上 R3:40人→50人

大学全体 - 665 2560 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

入学定員超過率の平均を記載してください。

・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

記入してください。

学位又
は称号

開設
年度

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所 在 地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定 員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

令和3年度
入学定員
超過率

福岡教育大学
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【認可時又は届出時】 【令和３年度】

５ 教員組織の状況

＜教育学研究科教職実践専攻＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

現代社会における教育の課題※
教科教育実践と指導法の改善
教育改革の動向と学校経営・学
級経営の課題
未来をつくる教師の力量※
授業づくりの理論と質的研究の
基礎
子供の深い学びを促すディス
カッションのあり方と授業づく
り※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（国語
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（国語
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科内容研究と教材開発Ⅲ（国
語科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（国
語科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

現代社会における教育の課題※
教科教育実践と指導法の改善
教育改革の動向と学校経営・学
級経営の課題
未来をつくる教師の力量※
授業づくりの理論と質的研究の
基礎
子供の深い学びを促すディス
カッションのあり方と授業づく
り※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（国語
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（国語
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科内容研究と教材開発Ⅲ（国
語科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（国
語科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

専
教授

青山 之典
（55）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

専
教授

青山 之典
（55）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

カリキュラム・マネジメントの
理論と実践
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
学校の危機管理と教育法規
学校組織開発とデータ分析
教職員の人材育成マネジメント
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ
授業研究実習
教育連携コラボレーション実習
学校組織マネジメント実習Ⅰ
学校組織マネジメント実習Ⅱ
学校組織マネジメント実習Ⅲ

カリキュラム・マネジメントの
理論と実践
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
学校の危機管理と教育法規
学校組織開発とデータ分析
教職員の人材育成マネジメント
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ
授業研究実習
教育連携コラボレーション実習
学校組織マネジメント実習Ⅰ
学校組織マネジメント実習Ⅱ
学校組織マネジメント実習Ⅲ

専 教授

大竹 晋吾
（47）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

専 教授

大竹 晋吾
（47）

<令和3年度4月>
博士（教育学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

生徒指導の理論と実践
予防・開発的教育相談
学習指導支援の理論と実践
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習A
学校適応アセスメント実習
学校適応支援システム化実習

生徒指導の理論と実践
予防・開発的教育相談
学習指導支援の理論と実践
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習A
学校適応アセスメント実習
学校適応支援システム化実習

専 教授

小泉 令三
（65）(高)

<令和3年度4月>
博士（心理学）

専 教授

小泉 令三
（65）

<令和3年度4月>
博士（心理学）

発達援助の理論と実践
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習B
特別支援教育アセスメント実習
特別支援教育システム化実習

発達援助の理論と実践
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習B
特別支援教育アセスメント実習
特別支援教育システム化実習

専 教授

中山 健
（54）

<令和3年度4月>
教育学修士,修士（心身障害学）

専 教授

中山 健
（54）

<令和3年度4月>
教育学修士,修士（心身障害学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（理科）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（理科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（理科）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（理科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
教科教育における授業実践の研
究
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ

専 教授

西野 秀昭
（61）

<令和3年度4月>
理学博士

専 教授

西野 秀昭
（61）

<令和3年度4月>
理学博士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

学校カウンセリングの方法
教育的ニーズの把握と評価
心理教育的援助サービスシステ
ム化の理論と実践A
心理教育的援助サービスシステ
ム化の理論と実践B
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習A
学校適応アセスメント実習
学校適応支援システム化実習

学校カウンセリングの方法
教育的ニーズの把握と評価
心理教育的援助サービスシステ
ム化の理論と実践A
心理教育的援助サービスシステ
ム化の理論と実践B
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習A
学校適応アセスメント実習
学校適応支援システム化実習

専 教授

西山 久子
（55）

<令和3年度4月>
博士（学校教育学）

専 教授

西山 久子
（56）

<令和3年度4月>
博士（学校教育学）

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※
特別支援教育における資源の活
用と連携
学級における特別支援教育の
ケース研究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習B
特別支援教育アセスメント実習
特別支援教育システム化実習

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※
特別支援教育における資源の活
用と連携
学級における特別支援教育の
ケース研究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習B
特別支援教育アセスメント実習
特別支援教育システム化実習

専 教授

納富 恵子
（63）(高)

<令和3年度4月>
医学士

専 教授

納富 恵子
（63）

<令和3年度4月>
医学士

現代社会における教育の課題※
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
教育の情報化における課題と実
践
子供の深い学びを促すディス
カッションのあり方と授業づく
り※
教科教育における授業実践の研
究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

現代社会における教育の課題※
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
教育の情報化における課題と実
践
子供の深い学びを促すディス
カッションのあり方と授業づく
り※
教科教育における授業実践の研
究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

専 教授

村田 育也
（61）

<令和3年度4月>
博士（学術）

専 教授

村田 育也
（61）

<令和3年度4月>
博士（学術）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（英語）
教育実践の理論と授業づくり
（英語科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa(英語
科)
授業実践と評価の研究Ⅰb(英語
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（英語
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（英語
科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（英語）
教育実践の理論と授業づくり
（英語科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa(英語
科)
授業実践と評価の研究Ⅰb(英語
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（英語
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（英語
科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4

専 教授

森 千鶴
（64）(高)

<令和3年度4月>
博士（教育学）

専 教授

森 千鶴
（64）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

現代社会における教育の課題※
授業分析・リフレクションの理
論と実践
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
教師の成長とセルフスタディ
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
授業実践と評価の研究Ⅰb(国語
科)
授業実践と評価の研究Ⅳ（国語
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科内容研究と教材開発Ⅰ（国
語科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（国
語科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

現代社会における教育の課題※
授業分析・リフレクションの理
論と実践
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
教師の成長とセルフスタディ
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
授業実践と評価の研究Ⅰb(国語
科)
授業実践と評価の研究Ⅳ（国語
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科内容研究と教材開発Ⅰ（国
語科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（国
語科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

専 教授

若木 常佳
（59）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

専 教授

若木 常佳
（59）

<令和3年度4月>
博士（教育学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

現代社会における教育の課題※
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
授業づくりの理論と質的研究の
基礎
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（社会）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（社会）※
教育実践の理論と授業づくり
（社会科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（社
会科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

現代社会における教育の課題※
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
授業づくりの理論と質的研究の
基礎
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（社会）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（社会）※
教育実践の理論と授業づくり
（社会科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（社
会科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

専
准教
授

坂井 清隆
（52）

<令和3年度4月>
博士（人間科学）

専
准教
授

坂井 清隆
（52）

<令和3年度4月>
博士（人間科学）

現代社会における教育の課題※
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
道徳教育の実践と課題
教科教育における授業実践の研
究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

現代社会における教育の課題※
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
道徳教育の実践と課題
教科教育における授業実践の研
究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

専 講師

兼安 章子
（36）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

専
准教
授

兼安 章子
（37）

<令和3年度4月>
博士（教育学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教科教育実践と指導法の改善
授業実践と評価の研究Ⅰb（数学
科）
授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）
教科教育における授業実践の研究
教科教育の理論と実践Ⅰ（数学
科）
教科教育の理論と実践Ⅱ（数学
科）
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ

専
准教
授

有元 康一
（48）

<令和3年度4月>
博士（学校教育学）

教育実践の理論と授業づくり
（社会科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅳ(社会
科)※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）

教育実践の理論と授業づくり
（社会科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅳ(社会
科)※
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）

専他 教授

小田 泰司
（47）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

専他 教授

小田 泰司
（47）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

授業実践と評価の研究Ⅰb(数学
科)
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（数学
科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※

授業実践と評価の研究Ⅰb(数学
科)
 授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
 科）※
 教科教育の理論と実践Ⅰ（数学
 科）
教科教育の理論と実践Ⅱ（数学
科）
 教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
 学科）※

専他 教授

清水 紀宏
（52）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

兼担 教授

清水 紀宏
（52）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

教育実践の理論と授業づくり
（保健体育科）
授業実践と評価の研究Ⅰb(保健
体育科)
教科教育の理論と実践Ⅰ（保健
体育科）
教科教育の理論と実践Ⅱ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（保
健体育科）

教育実践の理論と授業づくり
（保健体育科）
授業実践と評価の研究Ⅰb(保健
体育科)
教科教育の理論と実践Ⅰ（保健
体育科）
教科教育の理論と実践Ⅱ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（保
健体育科）
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4

専他 教授

本多 壮太郎
（48）

<令和3年度4月>
博士（体育学）,PhD (Education

and Social Sciences)

専他 教授

本多 壮太郎
（48）

<令和3年度4月>
博士（体育学）,PhD (Education

and Social Sciences)
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教科教育実践と指導法の改善
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
カリキュラムマネジメントのＰ
ＤＣＡ
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
学校評価と学校改善
ＯＪＴとチームマネジメント
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ
授業研究実習
教育連携コラボレーション実習
学校組織マネジメント実習Ⅰ
学校組織マネジメント実習Ⅱ
学校組織マネジメント実習Ⅲ

教科教育実践と指導法の改善
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
カリキュラムマネジメントのＰ
ＤＣＡ
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
学校評価と学校改善
ＯＪＴとチームマネジメント
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ
授業研究実習
教育連携コラボレーション実習
学校組織マネジメント実習Ⅰ
学校組織マネジメント実習Ⅱ
学校組織マネジメント実習Ⅲ

実専 教授

田渕 聡
（58）

<令和3年度4月>
教育学士

実専 教授

田渕 聡
（58）

<令和3年度4月>
教育学士

スクールコンプライアンスと教
職プロフェッションの開発
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（算数）
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（算数）
教科教育における授業実践の研
究
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
ＯＪＴとチームマネジメント
学校間連携・地域連携マネジメ
ント
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
教育連携コラボレーション実習
学校組織マネジメント実習Ⅰ
学校組織マネジメント実習Ⅱ
学校組織マネジメント実習Ⅲ

スクールコンプライアンスと教
職プロフェッションの開発
 教科等における授業実践と評価
 の研究Ⅰ（算数）
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（算数）
教科教育における授業実践の研
究
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
ＯＪＴとチームマネジメント
学校間連携・地域連携マネジメ
ント
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
教育連携コラボレーション実習
学校組織マネジメント実習Ⅰ
学校組織マネジメント実習Ⅱ
学校組織マネジメント実習Ⅲ

実専 教授

森 保之
（64）(高)

<令和3年度4月>
教育学士

実専 教授

森 保之
（64）

<令和3年度4月>
教育学士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

現代社会における教育の課題※
カリキュラム・マネジメントの
理論と実践
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
教育実践の理論と授業づくり
（数学科）
授業実践と評価の研究Ⅰa(数学
科)
授業実践と評価の研究Ⅰb(数学
科)
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（数学
科）
教科教育の理論と実践Ⅱ（数学
科）
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ

現代社会における教育の課題※
カリキュラム・マネジメントの
理論と実践
教科教育実践と指導法の改善
未来をつくる教師の力量※
教育実践の理論と授業づくり
（数学科）
授業実践と評価の研究Ⅰa(数学
科)
 授業実践と評価の研究Ⅰb(数学
 科)
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（数学
科）
 教科教育の理論と実践Ⅱ（数学
 科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ

実専 教授

若松 英昭
（53）

<令和3年度4月>
教育学士

実専 教授

若松 英昭
（53）

<令和3年度4月>
教育学士

教科教育実践と指導法の改善
生徒指導の理論と実践
特別活動・総合的な学習の時間
の実践と課題
子供のキャリア発達支援
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習A
学校適応アセスメント実習
学校適応支援システム化実習

教科教育実践と指導法の改善
生徒指導の理論と実践
特別活動・総合的な学習の時間
の実践と課題
子供のキャリア発達支援
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習A
学校適応アセスメント実習
学校適応支援システム化実習

実専 教授

脇田 哲郎
（64）(高)

<令和3年度4月>
教育学士

実専 教授

脇田 哲郎
（65）

<令和3年度4月>
教育学士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

自立活動の理論と心のバリアフ
リーの実践※
障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※
特別支援教育における資源の活
用と連携
学級における特別支援教育の
ケース研究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習B
特別支援教育アセスメント実習
特別支援教育システム化実習

実専 教授

舛元 俊文
（56）

<令和3年度4月>
教育学士

自立活動の理論と心のバリアフ
リーの実践※
障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※
 特別支援教育における資源の活
 用と連携
 学級における特別支援教育の
 ケース研究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
特別支援教育実践実習
学校カウンセリング実習B
特別支援教育アセスメント実習
特別支援教育システム化実習

実専 教授

牛島 玲
（53）

<令和3年度4月>
学士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

現代社会における教育の課題※
学級経営の実際と分析
未来をつくる教師の力量※
家庭・地域・学校の連携・協働
の構築※
教育実践の理論と授業づくり
（社会科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅲ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ

現代社会における教育の課題※
学級経営の実際と分析
未来をつくる教師の力量※
家庭・地域・学校の連携・協働
の構築※
教育実践の理論と授業づくり
（社会科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅲ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ
授業研究実習

実み 教授

芋生 修一
（63）(高)

<令和3年度4月>
教育学士

実み 教授

芋生 修一
（63）

<令和3年度4月>
教育学士

現代社会における教育の課題※
学級経営のＰＤＣＡと学習環境
デザイン
未来をつくる教師の力量※
教育連携フィールドワーク
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（社会）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（社会）※
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（社
会科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

現代社会における教育の課題※
学級経営のＰＤＣＡと学習環境
デザイン
未来をつくる教師の力量※
教育連携フィールドワーク
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（社会）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（社会）※
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（社
会科）※
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

実み 教授

川島 耕司
（61）

<令和3年度4月>
教育学士

実み 教授

川島 耕司
（61）

<令和3年度4月>
教育学士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

現代社会における教育の課題※
スクールコンプライアンスと教
職プロフェッションの開発
未来をつくる教師の力量※
家庭・地域・学校の連携・協働
の構築※
授業づくりの理論と質的研究の
基礎
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（算数）
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（算数）
教科教育における授業実践の研
究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

現代社会における教育の課題※
スクールコンプライアンスと教
職プロフェッションの開発
未来をつくる教師の力量※
家庭・地域・学校の連携・協働
の構築※
授業づくりの理論と質的研究の
基礎
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（算数）
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（算数）
教科教育における授業実践の研
究
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習

実み 教授

主税 保德
（64）(高)

<令和3年度4月>
教育学士

実み 教授

主税 保德
（64）

<令和3年度4月>
教育学士

教育改革の動向と学校経営・学
級経営の課題
カリキュラムマネジメントのＰ
ＤＣＡ
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
地域教育資源の開発とワーク
ショップ
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
教育連携コラボレーション実習
学校組織マネジメント実習Ⅰ
学校組織マネジメント実習Ⅱ
学校組織マネジメント実習Ⅲ

教育改革の動向と学校経営・学
級経営の課題
カリキュラムマネジメントのＰ
ＤＣＡ
チーム学校と学校組織マネジメ
ント※
地域教育資源の開発とワーク
ショップ
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
授業研究実習
教育連携コラボレーション実習
学校組織マネジメント実習Ⅰ
学校組織マネジメント実習Ⅱ
学校組織マネジメント実習Ⅲ

実み 教授

峯田 明子
（61）

<令和3年度4月>
教育学修士

実み 教授

峯田 明子
（61）

<令和3年度4月>
教育学修士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教育実践の理論と授業づくり
（英語科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa（英語
科）
授業実践と評価の研究Ⅰb(英語
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（英語
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（英語
科）
授業実践と評価の研究Ⅳ（英語
科）
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（英語
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（英語
科）
教科内容研究と教材開発Ⅰ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅲ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（英
語科）
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ

教育実践の理論と授業づくり
（英語科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa（英語
科）
授業実践と評価の研究Ⅰb(英語
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（英語
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（英語
科）
授業実践と評価の研究Ⅳ（英語
科）
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（英語
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（英語
科）
教科内容研究と教材開発Ⅰ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅲ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（英
語科）
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ
授業研究実習

実み 教授

井之上 浩幸
（60）

<令和3年度4月>
文学士

実み 教授

井之上 浩幸
（60）

<令和3年度4月>
文学士

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（体育）
授業実践と評価の研究Ⅱ（保健
体育科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（保健
体育科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（保健
体育科）
教科教育における授業実践の研
究
教科内容研究と教材開発Ⅰ（保
健体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（保
健体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅲ（保
健体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（保
健体育科）
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（体育）
授業実践と評価の研究Ⅱ（保健
体育科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（保健
体育科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（保健
体育科）
教科教育における授業実践の研
究
教科内容研究と教材開発Ⅰ（保
健体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（保
健体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅲ（保
健体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（保
健体育科）
課題演習Ⅰ-1
課題演習Ⅰ-2
課題演習Ⅰ-3
課題演習Ⅰ-4
課題演習Ⅱ-1
課題演習Ⅱ-2
課題演習Ⅱ-3
課題演習Ⅱ-4
TA実践インターンシップⅠ
TA実践インターンシップⅡ
TA実践インターンシップⅢ
TA実践インターンシップⅣ
教育実践コラボレーション実習
異校種実習
教科指導基礎実習
教科指導向上実習Ⅰ
教科指導向上実習Ⅱ
授業研究実習

実み 教授

松﨑 治一
（60）

<令和3年度4月>
教育学修士

実み 教授

松﨑 治一
（60）

<令和3年度4月>
教育学修士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（国
語科）※

 教科等における授業実践と評価
 の研究Ⅰ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
 授業実践と評価の研究Ⅲ（国語
 科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（国
語科）※

兼担 教授

勝又 隆
（45）

<令和3年度4月>
博士（文学）

兼任 教授

勝又 隆
（45）

<令和3年度4月>
博士（文学）

授業実践と評価の研究Ⅰa(国語
科)
教科教育の理論と実践Ⅰ（国語
科）

授業実践と評価の研究Ⅰa(国語
科)
教科教育の理論と実践Ⅰ（国語
科）

兼担 教授

河野 智文
（52）

<令和3年度4月>
教育学修士※

兼担 教授

河野 智文
（52）

<令和3年度4月>
教育学修士※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（国
語科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（国
語科）※

兼担 教授

菊池 庸介
（49）

<令和3年度4月>
博士（日本語日本文学）

兼担 教授

菊池 庸介
（50）

<令和3年度4月>
博士（日本語日本文学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（国
語科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（国
語科）※

兼担 教授

久保田 裕子
（56）

<令和3年度4月>
文学修士※

兼担 教授

久保田 裕子
（57）

<令和3年度4月>
文学修士※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（国語）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（国
語科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（国語）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（国
語科）※

兼担 教授

鶴成 久章
（54）

<令和3年度4月>
文学修士※

兼担 教授

鶴成 久章
（54）

<令和3年度4月>
文学修士※
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（国語
科）

教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（国語
科）
教科教育における授業実践の研
究

兼担 教授

山元 悦子
（58）

<令和3年度4月>
教育学修士

兼担 教授

山元 悦子
（58）

<令和3年度4月>
教育学修士

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（国語）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（国
語科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（国語）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（国
語科）※

兼担
准教
授

荻野 千砂子
（51）

<令和3年度4月>
博士（文学）

兼担
准教
授

荻野 千砂子
（51）

<令和3年度4月>
博士（文学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（国
語科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅰ（国語）※
教育実践の理論と授業づくり
（国語科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（国
語科）※

兼担
准教
授

竹元 規人
（41）

<令和3年度4月>
博士（文学）

兼担
准教
授

竹元 規人
（41）

<令和3年度4月>
博士（文学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（国語）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（国
語科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（国語）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（国語
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（国
語科）※

兼担
准教
授

沼尻 利通
（45）

<令和3年度4月>
博士（文学）

兼担
准教
授

沼尻 利通
（45）

<令和3年度4月>
博士（文学）

授業実践と評価の研究Ⅰa(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（社
会科）※

授業実践と評価の研究Ⅰa(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（社
会科）※

兼担 教授

石丸 哲史
（59）

<令和3年度4月>
博士（文学）

兼担 教授

石丸 哲史
（59）

<令和3年度4月>
博士（文学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教育実践の理論と授業づくり
（社会科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（社
会科）※

教育実践の理論と授業づくり
（社会科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（社
会科）※

兼担 教授

豊嶌 啓司
（60）

<令和3年度4月>
修士（教育学）

兼担 教授

豊嶌 啓司
（60）

<令和3年度4月>
修士（教育学）

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（社
会科）※

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（社
会科）※

兼担 教授

小川（山口）亜弥子
（56）

<令和3年度4月>
博士（文学）

兼担 教授

小川（山口）亜弥子
（56）

<令和3年度4月>
博士（文学）

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）※

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）※

兼担 教授

小林 知子
（56）

<令和3年度4月>
修士（国際関係学）※

兼担 教授

小林 知子
（56）

<令和3年度4月>
修士（国際関係学）※

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（社
会科）※

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅱ（社会
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（社
会科）※

兼担 教授

杉村 伸二
（45）

<令和3年度4月>
博士（文学）

兼担 教授

杉村 伸二
（45）

<令和3年度4月>
博士（文学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）※

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（社
会科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）※

兼担
准教
授

谷本 純一
（42）

<令和3年度4月>
博士（経済学）

兼担
准教
授

谷本 純一
（42）

<令和3年度4月>
博士（経済学）

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）※

授業実践と評価の研究Ⅰb(社会
科)※
授業実践と評価の研究Ⅳ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（社会
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（社会
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（社
会科）※

兼担
准教
授

久本 貴志
（42）

<令和3年度4月>
修士（経済学）※

兼担
准教
授

久本 貴志
（42）

<令和3年度4月>
修士（経済学）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（数
学科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（数
学科）※

兼担 教授

岩元 隆
（63）(高)

<令和3年度4月>
理学博士

兼担 教授

岩元 隆
（63）

<令和3年度4月>
理学博士

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（数
学科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（数
学科）※

兼担 教授

中田 寿夫
（51）

<令和3年度4月>
博士（理学）

兼担 教授

中田 寿夫
（51）

<令和3年度4月>
博士（理学）

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（数
学科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（数
学科）※

兼担 教授

原 卓哉
（52）

<令和3年度4月>
博士（理学）

兼担 教授

原 卓哉
（52）

<令和3年度4月>
博士（理学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（数
学科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（数
学科）※

兼担 教授

藤本 光史
（52）

<令和3年度4月>
博士（数理学）

兼担 教授

藤本 光史
（52）

<令和3年度4月>
博士（数理学）

教育実践の理論と授業づくり
（数学科）
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（数
学科）※

教育実践の理論と授業づくり
（数学科）
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（数
学科）※

兼担
准教
授

今井 一仁
（43）

<令和3年度4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

今井 一仁
（43）

<令和3年度4月>
修士（教育学）

授業実践と評価の研究Ⅰa(数学
科)
授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（数学
科）
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※

授業実践と評価の研究Ⅰa(数学
科)
 授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
 科）※
 教科教育の理論と実践Ⅱ（数学
 科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※

兼担
准教
授

岩田 耕司
（44）

<令和3年度4月>
修士（教育学）※

兼担
准教
授

岩田 耕司
（44）

<令和3年度4月>
修士（教育学）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（数
学科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（数学
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（数学
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（数
学科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（数
学科）※

兼担
准教
授

岡﨑 亮太
（38）

<令和3年度4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

岡﨑 亮太
（38）

<令和3年度4月>
博士（理学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

伊藤 克治
（52）

<令和3年度4月>
博士（理学）

兼担 教授

伊藤 克治
（52）

<令和3年度4月>
博士（理学）

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

金光 理
（63）(高)

<令和3年度4月>
理学博士

兼担 教授

金光 理
（63）

<令和3年度4月>
理学博士

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（理科）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（理科）※
教育実践の理論と授業づくり
（理科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（理科）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（理科）※
教育実践の理論と授業づくり
（理科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

坂本 憲明
（53）

<令和3年度4月>
修士（教育学）

兼担 教授

坂本 憲明
（53）

<令和3年度4月>
修士（教育学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

鈴木 浩文
（56）

<令和3年度4月>
博士（理学）

兼担 教授

鈴木 浩文
（56）

<令和3年度4月>
博士（理学）

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

長澤 五十六
（51）

<令和3年度4月>
博士（理学）

兼担 教授

長澤 五十六
（51）

<令和3年度4月>
博士（理学）

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

福原 達人
（57）

<令和3年度4月>
博士（理学）

兼担 教授

福原 達人
（57）

<令和3年度4月>
博士（理学）

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

松崎 昌之
（61）

<令和3年度4月>
理学博士

兼担 教授

松崎 昌之
（61）

<令和3年度4月>
理学博士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

三谷 尚
（63）(高)

<令和3年度4月>
理学博士

兼担 教授

三谷 尚
（63）

<令和3年度4月>
理学博士

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

宮崎 義信
（56）

<令和3年度4月>
博士（理学）

兼担 教授

宮崎 義信
（56）

<令和3年度4月>
博士（理学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（理科）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（理科）※
教育実践の理論と授業づくり
（理科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（理科）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（理科）※
教育実践の理論と授業づくり
（理科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

森藤 義孝
（56）

<令和3年度4月>
教育学修士

兼担 教授

森藤 義孝
（56）

<令和3年度4月>
教育学修士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担 教授

山﨑 聖司
（46）

<令和3年度4月>
博士（農学）

兼担 教授

山﨑 聖司
（47）

<令和3年度4月>
博士（農学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（理科）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（理科）※
教育実践の理論と授業づくり
（理科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（理科）※
教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ（理科）※
教育実践の理論と授業づくり
（理科）※
授業実践と評価の研究Ⅰa（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅰb（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅰ（理
科）※
教科教育の理論と実践Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担
准教
授

甲斐(小島) 初美
（38）

<令和3年度4月>
博士(教育学)

兼担
准教
授

甲斐(小島) 初美
（38）

<令和3年度4月>
博士(教育学)

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

授業実践と評価の研究Ⅱ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅲ（理
科）※
授業実践と評価の研究Ⅳ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅰ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅱ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅲ（理
科）※
教科内容研究と教材開発Ⅳ（理
科）※

兼担
准教
授

小杉 健太郎
（49）

<令和3年度4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

小杉 健太郎
（49）

<令和3年度4月>
博士（理学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（英語）
授業実践と評価の研究Ⅰa(英語
科)
授業実践と評価の研究Ⅳ（英語
科）
教科内容研究と教材開発Ⅰ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅲ（英
語科）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（英語）
授業実践と評価の研究Ⅰa(英語
科)
授業実践と評価の研究Ⅳ（英語
科）
教科内容研究と教材開発Ⅰ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅲ（英
語科）

兼担 教授

江頭 理江
（59）

<令和3年度4月>
文学修士※

兼担 教授

江頭 理江
（59）

<令和3年度4月>
文学修士※

教科内容研究と教材開発Ⅱ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（英
語科）

教科内容研究と教材開発Ⅱ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（英
語科）

兼担 教授

中島 亨
（54）

<令和3年度4月>
修士（教育学）

兼担 教授

中島 亨
（54）

<令和3年度4月>
修士（教育学）

教科教育の理論と実践Ⅱ（英語
科）

教科教育の理論と実践Ⅱ（英語
科）

兼担 教授

宮迫 靖静
（63）(高)

<令和3年度4月>
博士（学校教育学）

兼担 教授

宮迫 靖静
（63）

<令和3年度4月>
博士（学校教育学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（英語）
授業実践と評価の研究Ⅲ（英語
科）
授業実践と評価の研究Ⅳ（英語
科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（英
語科）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（英語）
授業実践と評価の研究Ⅲ（英語
科）
授業実践と評価の研究Ⅳ（英語
科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（英
語科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（英
語科）

兼担 教授

吉武 正樹
（49）

<令和3年度4月>
Ｐｈ．Ｄ．in Communication

(米国)

兼担 教授

吉武 正樹
（49）

<令和3年度4月>
Ｐｈ．Ｄ．in Communication

(米国)

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（体育）
授業実践と評価の研究Ⅰa(保健
体育科)
教科教育の理論と実践Ⅰ（保健
体育科）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅱ（体育）
授業実践と評価の研究Ⅰa(保健
体育科)
教科教育における授業実践の研
究
教科教育の理論と実践Ⅰ（保健
体育科）

兼担 教授

兄井 彰
（56）

<令和3年度4月>
博士（学術）,博士（体育学）

兼担 教授

兄井 彰
（56）

<令和3年度4月>
博士（学術）,博士（体育学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ(体育)
授業実践と評価の研究Ⅲ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（保
健体育科）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ(体育)
授業実践と評価の研究Ⅲ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（保
健体育科）

兼担 教授

市丸 直人
（59）

<令和3年度4月>
博士（体育学）

兼担 教授

市丸 直人
（59）

<令和3年度4月>
博士（体育学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ(体育)
授業実践と評価の研究Ⅲ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（保
健体育科）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ(体育)
授業実践と評価の研究Ⅲ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅱ（保
健体育科）

兼担 教授

片平 誠人
（48）

<令和3年度4月>
修士（体育学）

兼担 教授

片平 誠人
（48）

<令和3年度4月>
修士（体育学）

授業実践と評価の研究Ⅳ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅲ（保
健体育科）

教科内容研究と教材開発Ⅲ（保
健体育科）
授業実践と評価の研究Ⅳ（保健
体育科）

兼担 教授

榊原 浩晃
（58）

<令和3年度4月>
博士（体育科学）

兼担 教授

榊原 浩晃
（58）

<令和3年度4月>
博士（体育科学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ(体育)
授業実践と評価の研究Ⅱ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅰ（保
健体育科）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ(体育)
授業実践と評価の研究Ⅱ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅰ（保
健体育科）

兼担 教授

清水 知恵
（55）

<令和3年度4月>
博士（人間環境学）

兼担 教授

清水 知恵
（58）

<令和3年度4月>
博士（人間環境学）

授業実践と評価の研究Ⅱ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅰ（保
健体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（保
健体育科）

授業実践と評価の研究Ⅱ（保健
体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅰ（保
健体育科）
教科内容研究と教材開発Ⅳ（保
健体育科）

兼担
准教
授

楢﨑 教子
（48）

<令和3年度4月>
修士（体育学）

兼担
准教
授

楢﨑 教子
（48）

<令和3年度4月>
修士（体育学）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ(体育)
授業実践と評価の研究Ⅰb(保健
体育科)
教科教育の理論と実践Ⅱ（保健
体育科）

教科等における授業実践と評価
の研究Ⅲ(体育)
授業実践と評価の研究Ⅰb(保健
体育科)
教科教育の理論と実践Ⅱ（保健
体育科）

兼担
准教
授

樋口 善之
（42）

<令和3年度4月>
博士（医学）

兼担
准教
授

樋口 善之
（42）

<令和3年度4月>
博士（医学）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※

兼担 教授

相澤 宏充
（49）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

兼担 教授

相澤 宏充
（49）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

自立活動の理論と心のバリアフ
リーの実践※

自立活動の理論と心のバリアフ
リーの実践※

兼担 教授

一木 薫
（47）

<令和3年度4月>
博士（障害科学） 兼担 教授

一木 薫
（47）

<令和3年度4月>
博士（障害科学）

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※

兼担 教授

大平 壇
（50）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

兼担 教授

大平 壇
（50）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※
障害の理論と実践※

兼担 教授

見上 昌睦
（53）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

兼担 教授

見上 昌睦
（53）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※

兼担 教授

中村 貴志
（59）

<令和3年度4月>
博士（医学）

兼担 教授

中村 貴志
（59）

<令和3年度4月>
博士（医学）

障害の理論と実践※ 障害の理論と実践※

兼担 教授

藤金 倫徳
（58）

<令和3年度4月>
教育学修士

兼担 教授

藤金 倫徳
（58）

<令和3年度4月>
教育学修士
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

障害の理論と実践※ 障害の理論と実践※

兼担
准教
授

韓 星民
（49）

<令和3年度4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

韓 星民
（49）

<令和3年度4月>
博士（学術）

障害の理論と実践※ 障害の理論と実践※

兼担
准教
授

深澤(矢内)美華恵
（40）

<令和3年度4月>
博士（障害科学）

兼担
准教
授

深澤(矢内)美華恵
（40）

<令和3年度4月>
博士（障害科学）

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※

兼担 講師

熊谷 亮
（32）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

兼担 講師

熊谷 亮
（32）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※

障害のある児童生徒の理解と合
理的配慮※

兼担 教授

貫名 英之
（56）

<令和3年度4月>
博士（医学）

兼担 教授

貫名 英之
（56）

<令和3年度4月>
博士（医学）

行動連携のための教育臨床心理
学

行動連携のための教育臨床心理
学

兼担 教授

中島 義実
（53）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

兼担 教授

中島 義実
（53）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

学校における統計基礎

兼担
准教
授

松尾 剛
（40）

<令和3年度4月>
博士（心理学）

学校における統計基礎

兼担
准教
授

川口 俊明
（40）

<令和3年度4月>
博士（人間科学）

教科教育における授業実践の研
究

教科教育における授業実践の研
究

兼担
准教
授

山中(古賀)和佳子
（42）

<令和3年度4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

山中(古賀)和佳子
（42）

<令和3年度4月>
博士（学術）
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専任・

職名

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任

の別 の別

兼担・ 兼担・

兼任

氏 名
（年 齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

（注）・ 報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として
・ 認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字
その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してく
・ 年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
・ 専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。
・ 不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

教科教育における授業実践の研
究

教科教育における授業実践の研
究

兼担
准教
授

笹原 浩仁
（58）

<令和3年度4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

笹原 浩仁
（58）

<令和3年度4月>
修士（教育学）

教科教育における授業実践の研
究

教科教育における授業実践の研
究

兼担 教授

有川 誠
（61）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

兼担 教授

有川 誠
（61）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

教科教育における授業実践の研
究

教科教育における授業実践の研
究

兼担 教授

貴志 倫子
（47）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

兼担 教授

貴志 倫子
（47）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

非行臨床と司法の基礎 非行臨床と司法の基礎

兼任 教授

浦田 洋
（63）

<令和3年度4月>
博士（教育学）

兼任 教授

浦田 洋
（63）

<令和3年度4月>
博士（教育学）
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

・ 認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

・ 「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和３年度】
・兼安章子講師が令和３年４月1日付けで准教授に昇任。
・有元康一准教授を令和３年４月1日付けで専任教員として新規採用。
・有元康一准教授の採用により、学内組織調整で清水紀宏教授を専任教員（専他）から兼担教員へ変更。
・福岡県教育委員会から交流人事の変更により、舛元俊文教授が未就任。
・福岡県教育委員会との交流人事により、舛元俊文教授が変更となり、牛島玲教授を採用。
・勝又隆教授が令和３年３月３１日付けで自己都合（他大学への採用）による退職のため兼担から兼任教員へ変更。
・松尾剛准教授が令和３年３月３１日付けで自己都合（他大学への採用）による退職のため授業担当を辞退。
・学内調整により、松尾剛准教授の後任として、川口俊明准教授を兼担教員として補充。
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（注）・ 大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（ ）内に開設時の状況を記入してください。

・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［ ］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

［ ］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・ 小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・ 小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・ 小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（２）－⑥ 設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

= 100 ％

26.92

（２）－⑤ 現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
7

= ％
26

26

［ 0 ］

計
（Ｂ）

26

計
（Ｄ）

26

［ 0 ］

0

講 師 助 教
助手

（Ｄ'）

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

24 1 1 0 0
23 3

26

（26）

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

7

名

年齢構成

准教授 講 師 助 教
助手

（Ｂ'）
教 授 准教授 講 師 助 教

助手
（Ａ'）

教 授
計

（Ａ）

（23） （3） （0） （0） （0）

0 0

計
（Ｃ）

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

専任教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要教

授数

（２） 専任教員数等

（２）－① 設置基準上の必要専任教員数

算出される教員数を記入してください。

（２）－② 専任教員等数【教職大学院】

設 置 時 の 計 画 現在（報告時）の状況

26 15

名 名

専任教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要実

務家教員数

11

名

研究者教員数 実務家教員数
講義のみ担当
の教員数

研究者教員数 実務家教員数
講義のみ担当

の教員数

15 11 0
15 11 0

（15） （11） （0）

63 7

歳 名

（２）－③ 年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

教 授 准教授

3

［△1］ ［+2］ ［△1］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［△1］

23 3 0 0

［ 0 ］［ 0 ］

研究者教員数

（２）－④ 設置時の計画に対する教員充足率

26
=

26

講 師 助 教
助手

（Ｃ'）
教 授 准教授

0 0 0

［+2］ ［△1］ ［ 0 ］ ［ 0 ］

0 23

15 11 0 15 11 0

［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］

実務家教員数
講義のみ担当
の教員数

研究者教員数 実務家教員数
講義のみ担当

の教員数
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③ 上記（３）－① ・ （３）－② の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

選択 学校カウンセリング実習B ①

選択 特別支援教育アセスメント実習 ①

選択 特別支援教育システム化実習 ①

２ 教授 舛元 俊文 R3.3

R3.3福岡県教育委員会との人事交流により、
当該教員が就任する予定であったが、県教育
委員会の都合上(本人は出向で福岡県教育委員
会の人事管理主事として勤務していたが、本
人の在籍町の教育長からの要請で急遽在籍町
の学校現場に校長として戻ることになったた
め)、当該教員の人事交流が不可能となり、同
様の経歴を持つ他の教諭を人事交流として措
置してもらうことになった。（３）

選択 課題演習Ⅱ-4 ①

選択 授業研究実習 ①

選択 特別支援教育実践実習 ①

選択 課題演習Ⅱ-1 ①

選択 課題演習Ⅱ-2 ①

選択 課題演習Ⅱ-3 ①

選択

選択 課題演習Ⅰ-4 ①

選択 特別支援教育における資源の活用と連携 ①

選択 学級における特別支援教育のケース研究 ①

選択 課題演習Ⅰ-1 ①

自立活動の理論と心のバリアフリーの実践

①

①

①必修

選択

必修 障害のある児童生徒の理解と合理的配慮

障害の理論と実践

（注）・ 認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（ ）書きで報告年度を記入してください。

③の合計数（c）

課題演習Ⅰ-2 ①

選択 課題演習Ⅰ-3 ①

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職 位

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 2

選択

必修

選択

自由自由 0

20 0

0必修必修 2 科目

選択 科目
人

科目

0 自由 0

必修

選択

自由

科目 必修 0

職 位 専任教員氏名

授業実践と評価の研究Ⅰb 数学科)

教科教育の理論と実践Ⅰ（数学科）

必修・選択・自由の別

選択

①

選択

（３）－① 専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

選択

①

①

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

授業実践と評価の研究Ⅲ（数学科）

１ 教授 清水 紀宏 R3.3

選択 教科内容研究と教材開発Ⅱ（数学科） ①

R3.3学内人事により、専任教員を１名新規採
用することができたため、学内の人員配置の
調整で兼担として措置することになった
（３）

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

に辞任理由等及び（ ）書きで報告年度を記入してください。

（注）・ 一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

20 選択

必修

0

自由 0

計 22 科目 計 22 計 0

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択 0 選択

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

・ また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

2

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

2 人

必修 2 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

0 人

計

（３） 専任教員辞任等の理由

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

20

0

0

0

番 号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

22 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

22

0

・ 「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

・ また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由自由

計 計計 0

2

番 号

0

科目

後任補充状況

0 科目

0 科目

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

（３）－② 専任教員辞任の理由及び後任補充状況

0自由

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 20
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（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・ 小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（３）－⑤ 令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

2 人

専任教員辞任等については、開設前に調整を行っており、学生の履修等への影響は無いため、変更に関する学生への周知は行っていない。

（注）・ 上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

（３）－⑥ 定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番 号 職 位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・ 定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

に辞任理由等及び（ ）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

（３）－④ 設置時の計画に対する教員辞任率

= = 8.33 ％
2
24

・ また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人
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区 分
今後の

の実施計画

認 可 時

平成30年に「教職大学院の
教職員人事計画一覧表」を
作成し、毎年更新をしてき
ている。研究者教員につい
ては、令和2年度新規教員
（研究者）１名の採用がで
きた。令和３年度について
も引き続き、新規教員（研
究者）１名の採用人事の準
備を行っている。実務家教
員についても人事計画に
沿って準備を進めている。
教育委員会との交流人事は
原則３年、特任教授は６５
才までという条件があり、
人事サイクルも早いために
教育委員会等との連携共有
は欠かせない。毎年、２，
３回ほど人事関係について
の会議を行い、人事計画表
に沿った形での実現を目指
していきたい。

（令和２年）

設置計画履行状況

調  査  時

（平成○○年）

設置計画履行状況

調  査  時

（平成△△年）

設置計画履行状況

調  査  時

（平成□□年）

設置計画履行状況

調  査  時

（令和□□年）

設置計画履行状況

調  査  時

（令和□□年）

具体的に記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

指摘事項
（改善）

履行中

・○○大学の既設学部
等（◆◆学科、●●学
科）の～改善に努める
こと。

（注）・ 「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

指摘事項
（法令違

反）
履行済

・大学設置基準に抵触
するため，改めるこ
と。（△△学部△△学
科）

指摘事項
（是正）

履行中
・～について是正する
こと。

是正意見 履行済
・○○学部○○学科に
おいて，～を是正する
こと。

改善意見 履行済

・同一設置者が設置す
る既設学部等（◆◆学
科）の～改善に努める
こと。

遵守事項 履行中

履 行 状 況

６ 附帯事項等に対する履行状況等

附 帯 事 項 等

完成年度前に、定年規程
に定める退職年齢を超え
る専任教員数の割合が比
較的高いことから、定年
規程の趣旨を踏まえた適
切な運用に努めるととも
に、教員組織編制の将来
構想について検討するこ
と。

報告結果を受け、教員組織
編成を整えるべく、設置計
画時からの人員配置を変更
して、令和３年度４月１日
付けで、新規教員（准教
授）１名を採用した。
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